
金沢城復元「匠の技」セミナーの開催について 

金沢城の菱櫓、五十間長屋、橋爪門、河北門及び鼠多門の復元工事に携わった技術者集

団により「石川の伝統的建造技術を伝える会」が結成されております。 

この会では、復元工事で培った木造の伝統的建造技術を後世に引き継ぐため、情報収集、

記録保存、情報発信、技術の習得・継承及び後継者の育成を行っています。 

このたび、１１月の公共建築月間に合わせて、下記の日程で金沢城復元工事を実際に 

行った職人さん達が、復元工事における伝統的建造技術を一般県民の皆様にわかりやす 

く紹介します。 

記 

１ 日時 令和５年１１月１１日（土） １３：３０～１６：００ 

 （受付１３：００～） 

２ 集合場所 金沢城公園内 金沢城・兼六園管理事務所 

金沢市丸の内１番１号 

３ 内容 金沢城復元工事における伝統的建造技術について、一般県民に紹介 

４ 対象 一般県民（小学生以下は保護者同伴） 

５ 定員 ４０名（先着順） 

６ 受講料 無料 

７ 申込問合せ先 令和５年１０月１１日（水）～令和５年１０月２７日（金）の 

期間に、電話またはＦＡＸにより参加者の住所、氏名、連絡先及び 

年齢を下記へ連絡してください。 
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